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京大理 遠 藤 裕 久
Cusack,Hensel 等によって金属のtcritic?Ipoint･近傍の物理的性
質;､例えば温度,圧力を変数とした密度,電気抵抗,熱起電力等の測定がこ
ゝ数年積み重ねられて きている ｡ 特 に flg ,草近INTa 等につV)ての実額結果
が報告されているoHg では 1500℃ ふ00.0 気圧の領域で抵抗が金属- 級
縁体の遷移が見られるO詳細は最近の/Adv早nce i.n phy革icsに Review
されているので省 く.こ ゝではCusa錘 等による t非晶Na -アJL/ゴン混合
系 吋についての実験を柑介 したい｡彼等は月e 温度に保持したサファイアの
薄板にNa とアル ゴンを同時に蒸濁 し種 々ゐ Na 演 慶 の 非 常 混 合 系 膜
0
(5000A)を作 り,電気抵抗を刺 した o Na 濃度が増 し略 15.40/C 輿 濃
度の時電気抵抗は急激勘 成少し 100/痛 一cm,程度の金 属伝導凌示す ように





東工大 ･理 ･米 沢 富美子
配置の不規則性 (configurotionaldisorder)をもつ固体 (三元 合
金,混晶など)を扱 うのを主目的として発展させ られて来た ランダム格子 の
方法は･ これまでイ オン配置が全 く乱雑 (completely random ) である､-ヽ ､●㌔
とい う仮定VC塞 く理論がその殆んどでち ったOこの仮恵＼の下では,全てのイ
オン配置のか こる確率が等し くなり,そのため, Nケのイオンの位置はn)±
動 一R2･--･RN) の幽数 F U RN日 の統計的平均量 <F>は
-101-
･ゝI1Y
